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農
業
委
員
会
で
は
７
月
22

日
か
ら

24
日
ま
で
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
田
中
忠
二
委
員
か
ら
の
報
告

を
掲
載
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

視
察
１
箇
所
目
は
福
島
県
南
相
馬
市

の
え
こ
え
ね
南
相
馬
研
究
機
構
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
の
機
構
は
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
に
よ
っ
て
様
々
な
問
題
が

起
き
て
し
ま
っ
た
た
め
、
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
目
指

し
、
そ
れ
を
復
興
の
原
動
力
に
し
て
地

域
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
農
業
を
継
続
す
る
手
段

の
一
つ
と
し
て
営
農
型
ソ
ー
ラ
ー
発
電

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
は
八
戸
周
辺
で
見
か
け
る
も
の
よ
り

高
い
位
置
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

営
農
型
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
メ
リ
ッ
ト

は
農
業
経
営
と
発
電
で
収
入
が
安
定
す

る
こ
と
、
作
物
の
日
焼
け
を
防
ぎ
、
土

の
湿
度
を
保
て
る
こ
と
、
夏
場
の
農
作

業
が
楽
に
な
る
こ
と
、
防
虫
、
防
鳥
ネ

ッ
ト
の
取
り
付
け
が
容
易
に
な
る
こ
と

な
ど
で
す
。 

一
方
デ
メ
リ
ッ
ト
は
農
作
物
に
よ
っ

て
は
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
、
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
の
設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

費
用
が
か
か
る
こ
と
、
大
型
農
機
で
の

作
業
は
し
づ
ら
い
こ
と
な
ど
だ
そ
う
で

す
。
現
在
は
大
豆
を
作
付
し
、
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
設
置
前
の
80
％
以
上
の
収
量

基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。 

畑
で
は
５
～
６
人
の
若
者
が
30
度
を

超
え
る
暑
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
黙
々
と

草
刈
を
し
て
お
り
、
「
半
農
・
半
電
」

と
い
う
新
し
い
形
の
農
業
の
将
来
に
期

待
が
持
て
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

次
に
伺
っ
た
の
は
宮
城
県
大
崎
市
の

農
業
委
員
会
で
す
。
大
崎
市
で
は
平
成

９
年
に
耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
取
り
組

む
た
め
鬼
首
農
地
開
発
農
業
振
興
組
合

を
設
立
し
ま
し
た
。
組
合
で
は
比
較
的

栽
培
し
や
す
い
山
菜
類
な
ど
の
栽
培
実

証
展
示
圃
を
設
置
し
た
り
、
直
売
所
を

設
置
し
て
、
そ
の
周
辺
の
耕
作
放
棄
地

で
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
景
観
植
物

を
植
栽
す
る
な
ど
の
活
動
の
ほ
か
、
菜

の
花
の
作
付
を
行
い
食
用
油
の
商
品
化
、

販
売
も
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
大
崎
市
農
業
委
員
会
で
は
農

家
・
農
業
の
中
で
の
女
性
の
あ
り
方
を

大
事
に
考
え
て
お
り
、
年
に
２
回
行
う

女
性
農
業
委
員
会
議
で
は
農
業
高
校
の

女
子
生
徒
に
参
加
し
て
も
ら
い
意
見
を

聞
く
な
ど
の
活
動
も
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。 

 

最
後
に
訪
れ
た
の
は
秋
田
県
美
郷
町

の
農
事
組
合
法
人
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
で
す
。

６
次
産
業
化
へ
の
取
組
と
言
う
こ
と
で

代
表
の
深
沢
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
法
人
は
平
成
10
年
に
３
人
の
農

家
で
設
立
。
現
在
は
米
を
中
心
に
様
々

な
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

基
盤
整
備
が
済
ん
だ
田
ん
ぼ
で
酒
米
の

作
付
を
行
っ
て
お
り
、
経
営
観
念
を
も

っ
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
売
れ
る
か

を
常
に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
お
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ど
っ
し
り
し
た

門
構
え
で
、
何
か
期
待
し
て
入
り
た
く

な
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
地
元
で

採
れ
た
自
信
の
あ
る
作
物
を
使
用
し
た

い
と
、
ア
ス
パ
ラ
、
メ
ロ
ン
の
栽
培
、

米
の
も
ち
加
工
な
ど
も
行
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
こ
こ
で
昼
食
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
奥
羽
山
脈
か
ら
流
れ
て
く
る

水
で
育
っ
た
仙
北
平
野
の
あ
き
た
こ
ま

ち
は
、
粒
に
ツ
ヤ
が
あ
り
、
最
高
の
味

で
し
た
。
ま
た
、
野
菜
炒
め
は
し
っ
か

り
炒
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
野
菜
の
き

れ
い
な
色
が
残
っ
て
い
て
見
た
目
に
も

鮮
や
か
で
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
と
な
る

と
客
は
お
い
し
く
な
い
と
来
て
く
れ
な

い
し
、
注
文
を
受
け
て
か
ら
の
ス
ピ
ー

ド
や
、
味
を
安
定
さ
せ
な
い
と
リ
ピ
ー

タ
ー
に
は
繋
が
ら
な
い
そ
う
で
す
。 

伺
っ
た
の
は
昼
時
と
あ
っ
て
テ
ー
ブ

ル
は
ほ
ぼ
満
席
で
し
た
。
地
域
の
賑
わ

い
と
農
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
新
し
い

農
の
風
が
吹
い
て
い
る
の
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。
以
上
報
告
と
致
し
ま
す
。 

 

視
察
研
修
報
告 

説明してくださった機構の高橋理事

農家レストラン「サラダハウス」 
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■
学
校
の
特
徴 

地
域
農
業
の
中
核
的
担
い
手
と
な
り

得
る
農
業
経
営
者
及
び
農
業
を
支
え
る

多
様
な
人
財
の
養
成
を
目
的
と
し
た
県

立
の
専
修
学
校
で
す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
や
２
年
次
の
農

家
実
習
を
中
心
と
し
た
実
践
教
育
の
他
、

大
型
特
殊
自
動
車
や
け
ん
引
免
許
（
い

ず
れ
も
農
耕
車
限
定
）
、
家
畜
人
工
受

精
師(

畜
産
課
程
の
み)

、
毒
物
劇
物
取

扱
者
な
ど
の
資
格
取
得
の
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
に
は
「
専

門
士(

農
業
専
門
課
程)

」
の
称
号
が
与

え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
４
年
制
大
学
へ

の
編
入
学
が
可
能
で
す
。 

■
修
業
年
限 

２
か
年(

全
寮
制) 

■
募
集
人
員
等 

畑
作
園
芸
課
程
、
果
樹
課
程
、
畜
産

課
程
70
名(

く
く
り
募
集) 

■
年
間
経
費 

(

１)

授
業
料 

１
１
８
，
８
０
０
円 

(

２)

諸
経
費 

６
５
０
，
０
０
０
円 

(

寮
食
費
、
寮
光
熱
費
、
教
材
費
、
各

種
資
格
試
験
受
験
料
、
実
習
服
費
他) 

 

■
募
集
日
程 

(

１)

推
薦
選
考 

・
願
書
受
付 

10
月
７
日(

水)

～
21
日(

水) 

・
選
考
日 

11
月
13
日(

金) 

(

２)

一
般
募
集 

・
願
書
受
付 

12
月
１
日(

火)

～
15
日(

火) 

・
試
験
日 

平
成
28
年
１
月
22
日(

金) 

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
二
次
募
集

試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

■
第
２
、
３
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

10
月
24
日(

土)

、
25
日(

日)

の
営
大

祭
と
併
催
に
な
り
ま
す
。
営
大
に
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

問
青
森
県
営
農
大
学
校 

教
務
研
修
課 

〒
０
３
９
‐
２
５
９
８ 

上
北
郡
七
戸
町
字
大
沢
48
‐
８ 

 

☎
０
１
７
６
‐
６
２
‐
３
１
１
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.a

p
p

le
n

e
t.jp

/~
e
in

o
u

/ 

        

     

と
き 

平
成
27
年
９
月
８
日
（
火
） 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

と
こ
ろ 

り
ん
ご
研
究
所 

県
南
果
樹
部 

三
戸
郡
五
戸
町
扇
田
字
長
下
タ
２ 

行
事
内
容 

①
果
樹
試
験
圃
場
の
公
開
（
午
前
９
時

～
午
後
４
時
） 

②
圃
場
案
内
ツ
ア
ー 

午
後
１
時
出
発

（
１
時
間
程
度
） 

お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
、
ぶ
ど

う
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
、
果
皮

の
赤
い
西
洋
な
し
に
つ
い
て
解
説 

③
果
樹
栽
培
相
談
所
の
開
設
（
午
前
９

時
～
12
時
及
び
午
後
２
時
～
４
時
） 

品
種
特
性
、
栽
培
方
法
、
病
害
虫
防
除

等 ④
主
要
成
果
の
資
料
展
示
・
果
実
の
展

示
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
） 

⑤
所
内
生
産
物
の
販
売
（
午
前
９
時
～

な
く
な
り
次
第
終
了
） 

併
設
催
事 

①
な
し
果
実
品
評
会
（
青
森
県
な
し
振

興
協
会
主
催
） 

②
農
業
資
材
、
地
域
農
産
物
、
農
業
図 

書
な
ど
の
展
示
と
販
売 

問
り
ん
ご
研
究
所 

県
南
果
樹
部 

☎
０
１
７
８
‐
６
２
‐
４
１
１
１ 

県
南
果
樹
部
参
観
デ
ー
を 

開
催
し
ま
す 

 

（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー 

り
ん
ご
研
究
所 

 

   
農業者年金は、加入者自らが支払った保険

料が将来の自らの年金給付に使われる積立方

式の年金です。 

①60歳未満     ②国民年金第１号被保険者 

③年間 60日以上農業に従事している 

の要件を満たした方は誰でも加入できます。 

◆年金額を試算してみませんか？◆ 

農業者年金基金ホームページ 
http://www.nounen.go.jp  
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当
委
員
会
で
設
定
し
て
い
る
農
地
法

第
３
、
４
、
５
条
の
許
可
申
請
・
届
出

の
受
付
期
間
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

申
請
内
容
や
申
請
書
類
に
つ
い
て
、

事
前
に
農
業
委
員
会
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

   

 

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
７
月
に
開

催
し
た
農
業
体
験
交
流
会
に
、
私
も
お

手
伝
い
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
初
対
面
の
方
ば
か
り
な
の
で
、
会
話

が
弾
む
か
ど
う
か
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
農
作
業
や
、
パ
フ
ェ
作
り
な
ど
の

共
同
作
業
を
す
る
と
徐
々
に
打
ち
解
け

て
き
て
、
ワ
イ
ワ
イ
と
賑
や
か
な
会
に

な
り
ま
し
た
。 

最
終
的
に
は
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成

立
し
ま
し
た
が
、
今
ま
で
見
て
き
た
中

で
男
性
の
場
合
は
「
彼
女
が
欲
し
い
」
、

「
結
婚
に
向
け
て
が
ん
ば
り
た
い
」
と

参
加
者
に
対
し
て
宣
言
し
て
い
る
人
が
、

カ
ッ
プ
ル
に
な
る
確
率
が
高
い
よ
う
で

す
。
実
際
今
回
の
交
流
会
で
も
、
一
面

で
ご
紹
介
し
た
元
柔
道
部
主
将
が
、
み

ご
と
カ
ッ
プ
ル
成
立
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
に
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
ゴ

ー
ル
イ
ン
し
て
い
る
こ
の
交
流
会
で
す

が
、
昨
年
か
ら
は
青
森
県
が
主
導
す
る

「
あ
お
も
り
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
に
協
賛
団
体
と
し
て
登
録
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
会
員
に
な
る
と
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
担
当 

高
橋 

申請月 
許可申請    

届 出 
 ３条 ４,５条 

９月 
受付 ９／11～18 締切 ９／７ ９／24 

交付 10／16 ※10／23 交付 ９／15 ９／30 

10月 
受付 10／13～20 締切 10／５ 10／20 

交付 11／16 ※12／１ 交付 10／15 10／30 

11月 
受付 11／11～20 締切 11／５ 11／20 

交付 12／16 ※12／25 交付 11／13 11／30 

編
集
発
行 

平
成
27
年
９
月
号 

八
戸
市
内
丸
一
丁
目
１
番
１
号 

八
戸
市
農
業
委
員
会
（
℡
43
―
２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
３
） 

印
刷
部
数
４
，
３
２
０
部 

印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
4.62
円 

新規の農地情報をお知らせします。 

農地の詳細な所在について確認したい方、興味

をお持ちの方は、農業委員会までお越しくださ

い。新規以外の情報は折込チラシにございます。 
 

 

※農地転用・農地改良につきましては、農業委

員会や農業委員にご相談ください。 

問農業委員会  

☎４３－２１１１（内線４０１４） 

 

地目等 面積（㎡） 希望価格

98-1 2,695

98-2 792

98-3 1,413

67-1 3,642

67-2 70

67-3 772

67-4 958

①

市川町
吹上沖

田
（農用地）

市川町
堤下

田
（農用地）

水利費
（15年）

所在地

 
 

編
集
後
記 

農
地
法
関
係
の 

申
請
受
付
日
等
に
つ
い
て 

地目等 面積（㎡） 希望価格

4-1 961 150万円/10a

4-2 763 賃借：籾120kg/10a

18-1 2,152

18-2 991

35 2,162

50-4 5,906

36 6,817 応相談

37-2 521 賃借：応相談

28

所在地

是川
金谷沢

①

③

市川町
上大川端

市川町
壁取下

田
（農用地）

②
河原木
大谷地

応相談

田
（農用地）

総額170万円

畑
（農用地）

応相談

田
（農用地）

④ 大久保
弥四郎蒔目

畑
（白地）

3,404

 
 

※他法令との調整により、変更となる場合があります。 
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農家の経営と生活に役立つ 
 

全国農業新聞を 

読みましょう！ 
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 農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
農
業
者
を
含
め

た
結
婚
に
意
欲
の
あ
る
独
身
者
を
募
り
、
交

流
を
深
め
る
た
め
の
農
業
体
験
交
流
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
７
月
５
日
日
曜

日
に
南
部
町
チ
ェ
リ
ウ
ス
で
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り
と
パ
フ
ェ
作
り
を
楽
し
む
フ
ル
ー
ツ
農
コ

ン
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
八
戸
市
や
南
部
町
、
三
戸
町
な
ど

か
ら
男
性
15
名
、
女
性
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
バ
ス
の
中
で
の
自
己
紹
介
で
は
、
高

校
時
代
は
柔
道
部
の
主
将
を
務
め
た
と
い
う

男
性
か
ら
「
彼
女
が
出
来
た
ら
一
生
守
り
抜

き
ま
す
」
と
の
熱
い
宣
言
が
飛
び
出
す
な
ど
、

冒
頭
か
ら
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

南
部
町
到
着
後
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
収
穫

作
業
を
行
い
、
こ
の
時
期
最
後
の
さ
く
ら
ん

ぼ
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
始
め
は
緊
張
し

て
い
た
参
加
者
た
ち
で
し
た
が
、
交
流
が
進

む
に
つ
れ
て
和
ん
だ
雰
囲
気
と
な
り
、
会
話

も
弾
ん
で
連
絡
先
を
交
換
す
る
様
子
な
ど
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム

に
は
農
家
の
男
性
か
ら
「
絶
対
に
食
い
っ
ぱ

ぐ
れ
さ
せ
ま
せ
ん
！
」
と
の
力
強
い
言
葉
も

聞
か
れ
ま
し
た
。 

交
流
会
最
後
の
カ
ッ
プ
ル
発
表
で
は
３
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
。
帰
り
際
に
一
緒
に
帰

る
姿
や
、
仲
良
く
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
飲
み

に
行
く
姿
な
ど
も
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新

た
な
出
会
い
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
し
た
。 

    
  

去
る
７
月
29
日
に
新
郷
村
都
市
農
村
交

流
セ
ン
タ
ー
美
郷
館
に
お
い
て
第
36
回
三

八
地
区
農
業
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 議

事
で
は
当
農
業
委
員
会
の
籠
田
会
長

が
議
長
を
務
め
、
全
国
一
律
の
規
制
で
は

な
く
各
々
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
農
地

の
活
用
を
求
め
る
要
望
と
、
優
良
農
地
確

保
の
た
め
に
も
米
の
減
反
政
策
の
堅
持
、

若
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る
制
度
を
確
立
す

る
こ
と
を
求
め
る
要
望
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
望
に
つ
い

て
は
大
会
後
に
要
請
書
を
作
成
し
、
早
期

実
現
に
向
け
て
関
係
機
関
等
に
要
望
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。 

大
会
は
、
農
業
委
員
が
本
大
会
で
決
議

さ
れ
た
要
望
事
項
の
実
現
に
向
か
っ
て
総

力
を
挙
げ
て
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
、

地
域
農
業
者
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
こ

と
を
宣
言
し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

三
八
地
区
農
業
委
員
大
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

グループでさくらんぼ狩りを楽しむ様子 

１対１トークタイム 

議長を務める籠田会長 


